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八
月
二
二
日
、
「
遊
々
の
森
」

活
動
の
一
環
と
し
て
、
飯
山
北

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議

会
主
催
に
よ
る
「
遊
々
の
森
ネ

イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
」
が
開
催

さ
れ
、
当
所
か
ら
二
名
の
職
員

が
講
師
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
四
国
最
大
の
野
外

フ
ェ
ス
「
モ
ン
ス
タ
ー
バ
ッ

シ
ュ
二
〇
一
五
」
が
近
隣
で

開
催
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
参
加
人
数
に
若
干
の
不
安

も
あ
り
ま
し
た
が
、
子
供
二
五

名
、
保
護
者
一
二
名
の
参
加
の

ほ
か
、
地
元
ス
タ
ッ
フ
を
含
め

五
〇
名
に
も
な
る
盛
況
ぶ
り
で

し
た
。

　

初
め
に
、
国
有
林
の
Ｐ
Ｒ
を

兼
ね
て
パ
ネ
ル
を
使
用
し
た
森

林
教
室
を
行
い
、
国
有
林
の
仕

事
や
木
材
が
利
用
さ
れ
る
ま
で

の
過
程
な
ど
を
学
ん
だ

後
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ

フ
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
フ

ト
で
は
、
高
学
年
を
中

心
に
鳥
の
巣
箱
づ
く
り
、

低
学
年
は
小
枝
等
を
利

用
し
た
木
工
品
づ
く
り

を
行
い
ま
し
た
。
設
計

図
を
も
と
に
準
備
さ
れ
た
部
材

を
い
と
も
簡
単
に
加
工
す
る
児

童
も
い
れ
ば
、
使
い
な
れ
な
い

工
具
に
四
苦
八
苦
す
る
姿
も
あ

り
ま
し
た
が
、
午
前
中
の
短
い

時
間
の
中
で
保
護
者
や
ス
タ
ッ

フ
の
手
を
借
り
な
が
ら
、
全
員

が
怪
我
も
な
く
無
事
に
完
成
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
巣
箱
に
カ

ラ
フ
ル
な
絵
を
描
い
た
り
、
巣

箱
と
小
枝
ク
ラ
フ
ト
と
の
コ
ラ

ボ
を
作
っ
た
り
と
、
常
識
に
と

ら
わ
れ
な
い
豊
か
な
発
想
に
は

甚
だ
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

中
に
は
、
子
供
よ
り
も
熱
心
な

保
護
者
の
方
も
い
て
、
子
供
の

作
品
に
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
た
り

　

森
と
湖
に
親
し
む
旬
間
の
取

組
と
し
て
、
七
月
三
一
日
、
石

手
川
ダ
ム
の
水
源
地
の
魅
力
を

感
じ
て
も
ら
お
う
と
「
自
然
と

遊
ぼ
う
Ｄ
Ａ
Ｙ
！
」
と
題
す
る

催
し
が
、
石
手
川
ダ
ム
水
源
地

域
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
委
員
会
、
松

森
林
教
室
の
様
子

率
先
し
て
工
具
を
手
に
取
っ
た

り
と
、
親
子
が
協
力
し
あ
っ
た

良
い
作
品
も
で
き
あ
が
り
、
み

ん
な
自
分
の
作
品
を
眺
め
て
は

満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
て
大
満

足
の
一
日
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
巣
箱
の
完
成

「
遊
々
の
森
ネ
イ
チ
ャ
ー

ク
ラ
フ
ト
」

〈
香
川
森
林
管
理
事
務
所
〉

森
林
教
室
「
自
然
と
遊

ぼ
う
Ｄ
Ａ
Ｙ
！
」
の
開

催
に
つ
い
て

〈
愛
媛
森
林
管
理
署
〉



	 グリーン四国	 №1146	 2015（H27）9月号

― 9 ―

山
市
、
愛
媛
県
、
松
山
河
川
国

道
事
務
所
、
当
署
の
主
催
の
も

と
、
松
山
市
玉
谷
町
の
石
手
川

ダ
ム
せ
せ
ら
ぎ
公
園
に
お
い

て
、
小
学
生
の
親
子
一
〇
〇
名

を
対
象
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
当
署
の
川
畑
署
長

を
含
む
主
催
者
代
表
の
挨
拶

の
後
、
東
雲
女
子
大
学
の
石
川

名
誉
教
授
と
愛
媛
大
学
の
酒
井

教
授
に
よ
る
昆
虫
観
察
が
行
わ

れ
、
公
園
の
周
辺
に
い
る
昆
虫

や
水
中
生
物
の
数
々
に
子
供
た

ち
は
興
味
津
々
の
様
子
で
し

た
。
中
に
は
先
生
が
昆

虫
の
名
前
を
紹
介
し
よ

う
と
す
る
前
に
名
前
を

言
い
当
て
る
物
知
り
な

子
供
も
お
り
、
汗
を
ぬ

ぐ
い
な
が
ら
熱
心
に
観

察
し
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
当
署
が

担
当
す
る
森
林
の
話
と

木
工
教
室
を
行
い
ま
し

た
。
森
林
の
話
に
つ
い

て
は
、
国
有
林
等
の
森
林
の
役

割
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し

た
。
普
段
聞
け
な
い
話
と
あ
っ

て
か
子
供
た
ち
の
真
剣
に
聞
き

入
る
様
子
が
印
象
的
で
し
た
。

　

ま
た
、
木
工
教
室
に
つ
い
て

は
、
愛
媛
県
産
の
ス
ギ
の
間
伐

材
（
地
域
材
）
を
利
用
し
た
コ

マ
と
写
真
立
て
の
作
製
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は「
コ

マ
が
長
い
時
間
、
回
る
よ
う
に

す
る
た
め
に
は
、
部
材
の
ど
こ

を
削
れ
ば
い
い
の
か
」
等
を
一

生
懸
命
考
え
な
が
ら
コ
マ
作
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
コ
マ
回
し
競
争
で

は
、
五
人
一
組
と
な
っ
て
熱
い

闘
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
勝
利

森
林
教
室
（
森
の
話
）

し
た
子
供
た
ち
は
賞
品
の
木
工

キ
ッ
ト
を
貰
い
、
負
け
た
子
供

た
ち
は
敗
者
復
活
戦
で
何
度
も

闘
い
、
楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
い

ま
し
た
。
ま
た
、
木
工
教
室
の

後
は
松
山
市
東
消
防
署
に
よ
る

水
難
救
助
に
関
す
る
話
と
、
親

子
い
っ
し
ょ
に
川
遊
び
を
行
い

ま
し
た
。
今
年
も
怪
我
が
な
く
、

無
事
に
イ
ベ
ン
ト
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
、
最
後
に
推
進
委
員

会
か
ら
カ
ブ
ト
ム
シ
や
ク
ワ
ガ

タ
ム
シ
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、

子
供
た
ち
は
大
喜
び
で
し
た
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
機
会
に
、

国
有
林
等
の
森
林
に
対
し
興
味

や
関
心
を
持
っ
て
く
れ
る
方
が

一
人
で
も
多
く
な
る
こ
と
を
切

に
願
っ
て
い
ま
す
。

森
林
教
室
（
コ
マ
回
し
競
技
）

　

こ
の
ほ
ど
、
高
知
県
四
万
十

町
の
窪
川
警
察
署
よ
り
「
近

年
、
中
高
年
の
登
山
ブ
ー
ム
も

あ
り
、
国
有
林
内
の
松
葉
川
山

鈴
ヶ
森
山
系
で
警
察
と

合
同
山
岳
訓
練
を
実
施

〈
四
万
十
森
林
管
理
署
〉
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や
森
ケ
内
山
、
地
蔵
山
な
ど
遭

難
事
故
や
滑
落
事
故
が
発
生
し

て
い
る
。
（
平
成
二
二
年
か
ら

四
件
の
遭
難･

滑
落
事
故
が
発

生
）
今
後
も
同
様
の
事
案
の
発

生
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

警
察
と
し
て
も
国
有
林
に
お
け

る
登
山
道
、
山
の
状
況
等
に
つ

い
て
把
握
し
、
遭
難
事
故
が
発

生
し
た
場
合
の
対
応
を
検
討
し

て
お
き
た
い
。
」
と
の
依
頼
を

受
け
、
七
月
三
〇
日
、
鈴
ヶ
森

（
標
高
一
，
〇
五
四
ｍ
）
山
系

に
お
い
て
、
当
署
と
警
察
署
に

よ
る
合
同
山
岳
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。

　

訓
練
を
行
っ
た
鈴
ヶ
森
山
系

は
、
松
葉
川
温
泉
の
北
側
に

あ
り
、
標
高
一
，
〇
〇
〇
ｍ
前

後
の
尾
根
道
に
沿
っ
て
広
葉
樹

の
保
護
樹
帯
が
連
な
る
こ
と
か

ら
、
近
年
、
山
歩
き
登
山
客

が
増
加
し
て

い
る
エ
リ
ア

で
す
。
合
同

訓
練
に
は
当

署
か
ら
五
名
、

警
察
署
か
ら

五
名
が
参
加

し
、
新
聞
記
者
一
名
が
同
行
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
松
葉
川
温
泉
に
早

朝
集
合
、
結
団
式
を
行
っ
た

後
、
四
万
十
町
と
梼
原
町
の
境

界
に
あ
る
春
分
峠
よ
り
鈴
ヶ
森

を
経
由
し
て
、
宮
の
谷
登
山
口

ま
で
の
総
延
長
一
二
㎞
に
及
ぶ

尾
根
道
を
踏
破
し
ま
し
た
。
尾

根
道
は
樹
林
の
中
で
も
あ
り
下

界
と
比
べ
わ
ず
か
に
涼
し
い
と

は
い
え
、
梅
雨
明
け
の
最
も
暑

い
時
期
で
、
各
自
が
重
量
の
あ

る
装
備
を
担
い
で
の
歩
行
は
大

変
ハ
ー
ド
な
行
程
と
な
り
ま
し

た
。

　

道
中
、
道
迷
い
防
止
の
た
め

に
ピ
ン
ク
テ
ー
プ
で
目
印
を
巻

き
、
通
信
ポ
イ
ン
ト
で
は
衛
星

電
話
・
携
帯
電
話
・
警
察
無
線

の
各
種
通
信
状
況
の
確
認
、
迷

い
や
す
い
分
岐
点
の
確
認
、
下

山
ル
ー
ト
の
確
認
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
途
中
二
つ
の
ル
ー
ト

か
ら
当
署
職
員
が
合
流
し
、
地

理
を
把
握
し
な
が
ら
遭
難
事
故

に
備
え
て
ど
う
い
っ
た
体
勢
が

と
れ
る
の
か
、
ど
う
い
う
捜
索

を
す
る
と
迅
速
に
、
確
実
に
救

助
で
き
る
の
か
検
討
し
ま
し

た
。

　

訓
練
終
了
後
、
警
察
署
か
ら

は
、
「
森
林
管
理
署
と
の
連
携

を
取
り
な
が
ら
、
有
意
義
な
訓

練
が
で
き
た
。
も
し
も
の
事
態

に
備
え
て
こ
の
訓
練
を
役
立
て

歩
行
中
、
ア
カ
ガ
シ
の
巨
木
に
出
会
う

て
い
き
た
い
。
」
と
の
話
が
あ

り
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
合
同
訓

練
に
よ
り
当
署
と
警
察
署
が
連

携
し
て
登
山
者
の
安
全
確
保
を

図
る
取
り
組
み
を
継
続
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

歩
行
訓
練
中
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九
月
九
日
～
一
〇
日
、
今

後
、
主
伐
を
進
め
る
に
あ
た
っ

て
ど
の
よ
う
な
施
業
が
良
い
の

か
、
伐
区
を
ど
の
よ
う
に
設
定

し
た
ら
良
い
の
か
な
ど
に
つ
い

て
、
現
場
の
森
林
官
や
署
の
森

林
整
備
官
が
「
山
を
見
る
」
視

点
を
養
う
検
討
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

検
討
会
は
、
参
加
者
を
四
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
主
伐

を
予
定
し
て
い
る
箇
所
に
つ
い

て
、
初
日
は
森
林
調
査
簿
と
図

面
を
活
用
し
て
ど
ん
な
森
林
整

備
を
行
う
か
、
伐
区
を
ど
の
よ

う
に
設
定
す
る
か
に
つ
い
て
署

内
で
検
討
を
行
い
、
二
日
目
は

現
地
に
お
い
て
検
討
し
た
内
容

が
妥
当
か
ど
う
か
を
確
認
し
ま

し
た
。

　

初
日
の
検
討
で
は
、
署
内
各

グ
ル
ー
プ
と
も
活
発
な
意
見
交

換
を
行
い
、
森
林
調
査
簿
か
ら

林
分
状
況
に
着
目
し
て
伐
区
を

考
え
た
グ
ル
ー
プ
、
林
道
や
作

業
道
の
状
況
か
ら
搬
出
方
法
を

考
え
た
グ
ル
ー
プ
な
ど
様
々
な

視
点
で
検
討
行
い
、
そ
の
結
果

を
発
表
し
ま
し
た
。

　

二
日
目
の
現
地
検
討
で
は
、

検
討
し
た
内
容
が
現
地
に
適
応

し
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
林
分

状
況
、
地
形
状
況
な
ど
を
勘
案

し
て
改
め
て
検
討
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
「
部
分
的
に

広
葉
樹
が
混
生
し
て
い
る
の
で

分
散
伐
区
と
し
、
将
来
は
針
広

混
交
林
に
で
き
な
い
か
」
「
調

査
簿
の
数
値
よ
り
現
地
の
方
が

悪
い
の
で
、
一
度
保
育
間
伐
（
活

用
型
）
を
実
施
し
た
後
、
誘
導

伐
を
実
施
し
た
ほ
う
が
良
い
」

な
ど
、
よ
り
具
体
的
な
検
討
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

当
署
は
、
こ
れ
か
ら
新
し
い

計
画
策
定
の
時
期
を
迎
え
る
こ

と
か
ら
、
間
伐
や
主
伐
な
ど
の

森
林
施
業
の
検
討
を
行
う
に
あ

た
っ
て
、
森
林
調
査
簿
、
空
中

写
真
、
図
面
、
現
地
調
査
を
活

用
し
て
行
う
必
要
が
あ
り
、
ど

う
い
っ
た
手
順
で
、
ど
の
よ
う

に
行
う
の
か
署
内
で
あ
る
程
度

統
一
し
て
お
い
た
方
が
良
い
と

考
え
て
今
回
の
検
討
を
実
施
し

た
も
の
で
す
。

　

今
回
の
検
討
会
で
の
成
果
を

も
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
に
応

じ
た
適
切
な
森
林
施
業
が
実
施

で
き
る
よ
う
に
し
て
行
き
た
い

室
内
で
の
検
討
会

と
考
え
て
い
ま
す
。

現地検討会

　

八
月
二
八
日
、
徳
島
市
の
あ

わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル
（
徳
島
県
郷
土

文
化
会
館
）
に
お
い
て
第
五
一

回
近
畿
・
中
国
・
四
国
地
区
治

山
林
道
研
究
発
表
会
（
今
年
度

主
伐
・
誘
導
伐
等
検
討

会
の
開
催

〈
四
万
十
森
林
管
理
署
〉

「
近
畿
・
中
国
・
四
国

地
区
治
山
林
道
研
究
発

表
会
」
に
参
加

〈
嶺
北
森
林
管
理
署
〉
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主
催
：
徳
島
県
）
が
開
催
さ
れ
、

治
山
部
門
一
二
課
題
、
林
道
部

門
五
課
題
、
計
一
七
課
題
が
各

県
の
担
当
者
等
か
ら
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
署
か
ら
は
「
早
明
浦
地
区

民
有
林
直
轄
地
す
べ
り
防
止
事

業
概
成
に
伴
う
取
組
と
成
果
に

つ
い
て
」
と
の
課
題
で
治
山
グ

ル
ー
プ
の
松
本
・
宮
脇
両
氏
が

四
国
森
林
管
理
局
代
表
と
し
て

参
加
し
ま
し
た
。

　

昭
和
五
〇
年
、
五
一
年
の
台

風
に
よ
る
崩
壊
多
発
と
地
す
べ

り
活
動
の
活
発
化
を
き
っ
か
け

に
昭
和
五
五
年
に
早
明
浦
治
山

事
業
所
が
開
設
し
、
平
成
二
五

年
ま
で
の
三
五
年
間
に
総
事
業

費
八
六
億
円
を
投
じ
、
各
地
区

に
お
い
て
地
す
べ
り
対
策
工
を

施
工
し
地
す
べ
り
活
動
を
沈
静

化
さ
せ
た
こ
と
、
渓
間
工
・
山

腹
工
を
効
果
的
に
配
置
し
、
下

流
域
へ
の
土
砂
流
出
防
止
及
び

荒
廃
地
の
安
定
化
を
図
り
、
事

業
概
成
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い

　

当
署
で
は
、
今
年
度
の
研
究

発
表
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
「
ヤ

ナ
セ
天
然
ス
ギ
択
伐
施
業
モ
デ

ル
林
の
現
況
と
今
後
の
施
業
の

取
扱
い
に
関
す
る
考
察
」
と
題

し
て
、
魚
梁
瀬
・
西
川
森
林
事

務
所
有
働
係
員
と
大
井
森
林
事

務
所
永
石
森
林
官
に
よ
り
、
発

表
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
お

り
、
八
月
二
一
日
に
当
署
会
議

室
に
お
い
て
、
関
係
職
員
が
参

加
し
て
中
間
発
表
会
を
行
い
ま

し
た
。

　

ヤ
ナ
セ
天
然
ス
ギ
に
つ
い
て

は
、
本
年
三
月
、
四
国
森
林
管

理
局
主
催
に
よ
る
有
識
者
の
検

討
委
員
会
で
の
議
論
を
経
て
、

「
希
少
な
ヤ
ナ
セ
天
然
ス
ギ
資

源
の
維
持
・
保
全
の
た
め
、
継

続
的
、
計
画
的
な
伐
採
・
供
給

は
平
成
三
〇
年
度
か
ら
休
止
す

る
」
と
の
方
針
が
決
定
さ
れ
、

公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
ヤ
ナ
セ
天
然
ス

ギ
を
巡
る
状
況
の
中
、
本
研
究

発
表
で
取
り
上
げ
る
和
田
山
ヤ

ナ
セ
天
然
ス
ギ
択
伐
施
業
モ
デ

ル
林
（
面
積
約
八
四
ha
）
は
、

昭
和
一
〇
年
に
択
伐
試
験
地
に

設
定
さ
れ
、
次
の
よ
う
な
施
業

履
歴
を
経
過
し
、
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

①�　

昭
和
元
年
～
二
年
に
、
魚

梁
瀬
地
区
の
施
業
案
を
改

定
し
、
択
伐
の
目
標
林
型
を

定
め
た
う
え
で
、
第
一
回
目

の
択
伐
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
ヤ
ナ
セ
ス
ギ
の
補
植
を

実
施

②�　

第
二
回
目
の
択
伐
を
昭
和

四
三
年
～
五
八
年
に
実
施
す

る
と
と
も
に
、
地
拵
に
よ
る

て
発
表
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
地
域
の
安
全
安

心
の
た
め
、
ま
た
、
治
山
事
業

に
対
す
る
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応

え
て
い
く
た
め
、
技
術
開
発
等

へ
の
取
組
や
治
山
事
業
等
の
Ｐ

Ｒ
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

嶺
北
署
の
研
究
発
表
の
様
子

研
究
発
表
の
中
間
発
表

会
を
開
催

〈
安
芸
森
林
管
理
署
〉



	 グリーン四国	 №1146	 2015（H27）9月号

― 13 ―

天
然
更
新
や
ヤ
ナ
セ
ス
ギ
の

植
込
み
を
実
施

③�　

平
成
一
〇
年
～
一
一
年
に

一
部
小
班
で
択
伐
を
実
施

　

本
モ
デ
ル
林
は
、
当
初
は
、

本
数
で
ツ
ガ
、
モ
ミ
が
六
割
を

占
め
る
一
方
、
ス
ギ
が
四
割
弱

の
老
齢
過
熟
林
で
し
た
が
、
ス

ギ
主
体
の
択
伐
林
型
に
導
く
た

め
、
ツ
ガ
、
モ
ミ
、
広
葉
樹
を

選
択
的
に
択
伐
し
、
下
層
に
ス

ギ
を
植
栽
し
て
き
た
結
果
、
現

在
は
、
ス
ギ
の
本
数
割
合
が
八

割
以
上
と
な
り
、
胸
高
直
径
階

別
本
数
も
目
指
し
て
い
た
択
伐

の
目
標
林
型
に
近
づ
い
て
い
ま

す
。

　

本
研
究
発
表
で
は
、
第
二
回

目
の
択
伐
か
ら
四
〇
数
年
が
経

過
す
る
現
在
、

①�　

平
成
二
五
年
に
調
査
し
た

本
モ
デ
ル
林
に
お
け
る
ヤ
ナ

セ
天
然
ス
ギ
の
胸
高
直
径
毎

木
デ
ー
タ
と
択
伐
目
標
林
型

の
胸
高
直
径
階
別
本
数
を
比

較
す
る
こ
と
で
、
現
在
の
林

分
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、

②�　

同
じ
く
魚
梁
瀬
地
区
の
大

戸
山
で
平
成
二
四
年
に
伐
採

さ
れ
た
ヤ
ナ
セ
天
然
ス
ギ
に

つ
い
て
、
森
林
総
合
研
究
所

四
国
支
所
酒
井
敦
氏
か
ら
提

供
い
た
だ
い
た
年
輪
解
析
に

基
づ
く
、
胸
高
直
径
の
肥
大

成
長
量
、
材
積
成
長
率
を
照

ら
し
合
わ
せ
、

③�　

さ
ら
に
、
現
在
実
施
し
て

い
る
下
層
植
生
も
含
め
た
植

生
調
査
（
プ
ロ
ッ
ト
調
査
）

の
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
の

施
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て
考

察
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

本
モ
デ
ル
林
は
、
昭
和
初
期

か
ら
現
在
ま
で
の
約
九
〇
年
間

に
わ
た
り
、
諸
先
輩
方
が
長
期

的
な
ビ
ジ
ョ
ン
の
下
、
択
伐
目

標
林
型
の
実
現
を
目
指
し
て
施

業
に
取
り
組
ん
で
き
た
成
果
と

言
え
ま
す
。
私
た
ち
も
、
本
モ

デ
ル
林
に
お
い
て
、
永
続
的
に

択
伐
施
業
を
実
施
し
て
い
け
る

よ
う
、
将
来
世
代
に
残
せ
る
資

料
と
す
べ
く
、
森
林
総
合
研
究

所
四
国
支
所
等
の
関
係
機
関
か

ら
も
参
加
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
本
課
題
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

中
間
発
表
の
参
加
者
か
ら

は
、
「
択
伐
施
業
に
よ
り
複
層

林
を
維
持
し
、
永
続
的
に
収
穫

が
で
き
る
モ
デ
ル
と
し
て
期
待

で
き
る
」
な
ど
の
エ
ー
ル
や
、

「
も
っ
と
写
真
等
を
使
っ
た
ほ

う
が
わ
か
り
や
す
い
」
「
林
業

に
詳
し
く
な
い
人
に
も
わ
か
り

や
す
い
説
明
を
し
た
ほ
う
が
よ

い
」
な
ど
発
表
に
関
す
る
ア
ド

バ
イ
ス
や
、
今
後
の
植
生
調
査

に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

署
で
の
中
間
発
表
の
様
子


